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ゼボラリゾートの自然環境保護への取り組みが紹介されました 

～高級ネイチャーリゾートして高い評価が続く～ 

 

当社グループが保有する高級リゾートホテルであるゼボラリゾートの取り組みが、シンガポールのAsian Geographic 

Magazines社が発行する『Asian Diver』に掲載されましたのでご紹介いたします。 

ゼボラリゾートはタイ・ピピ島で最大のプライベートビーチを保有し、スモールラグジュアリーリゾートとして高く

評価を受けてまいりましたが、環境保全型のエコリゾートとして自然環境保護にも注力しており、ネイチャーリゾート

としても高い評価を受けています。 

 

以下 『AsianDiver』6／2013 Volume 129号紙面より 

記 
 
自然は本当に贅沢か、そのバランスは。 
自然資源の管理という面では五つ星ホテルは両刃の剣となる。プラス面はより高品質な素材や材料の提供という

ことになるが、マイナス面は何か？宿泊客の期待や要求を満たすためにこれまで以上の多様性が必要とされ、結果

として、より多くの浪費が発生している傾向にあることだ。 
五つ星リゾートは、目の肥えた宿泊者からの容赦ない評価と向き合っている。しかし、自然資源や環境を維持し

経営しているリゾートで得られる高い満足感は、その解決策となる得る可能性がある。繊細な環境で且つ過酷な状

況にある離島のリゾートがそれに該当する。 
ピピ国立海洋公園のピピ島に位置するゼボラリゾートも過酷な状況の中、独自の課題に挑戦しているリゾートで

ある。宿泊者に「裸足での贅沢」体験を提供するためには幾つかのルールが存在する。まず、このリゾートで使用

及び消費する全ての物資は必ず船で持ち込まれる、これには日々の電気を供給する発電機の燃料も含まれる。これ

らの物資は出来る限り国立公園外に隣接する島などローカル地域から調達される。シーズンによっては、それらに

より頼らざる負えない状況となる。 
全ての非有機廃棄物はボートにより運び出されるか、もしくは環境破壊にならない最良の方法で処分される。こ

れらのルールはごく一部に過ぎない。リゾート内のバンガローはリゾートスタッフが維持や修復を行い、彼らは、

新規バンガローを建設することもできる。水は現地での降雨を貯め、脱塩及び帯水層による浄化をして利用し、排

水は灌漑に再利用される。 
アンダマン海は平均深度が1000ｍ以下の浅海域であり、ピピ島周辺海域の大部分の深度は50ｍ以下である。2011

年までの海水温度の上昇が「大漂白」（The Great Bleaching）と言われる現象を引き起こし、全アンダマン海域の

珊瑚を破壊し、ピピ島周辺のダイビングスポットに重大な影響を及ぼした。現在ピピ島でダイビングをすると、浅

瀬の礁が回復している明らかなサインとして、豊かな珊瑚と様々な魚の存在が確認できる。 
ゼボラのダイバー達の使命の 1 つとして珊瑚礁の保護、維持と再生プログラムの実行があげられる。これには、

シー・ジプシー・コミュニティー及び現地の学校や住民への教育も含まれている。このプログラムには宿泊者の参

加も歓迎されている。 
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『AsianDiver』6／2013 Volume 129号 表紙・掲載記事 

 

 


